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四
国
遍
路
を
歩
く
人
が
、
常
に
お
世
話
に
な
り
頼
り
に
し
て
い
る
も
の
が
二

つ
あ
る
。
一
つ
は
赤
い
ペ
ン
キ
で
描
か
れ
た
道
案
内
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
黄

色
い
表
紙
の
遍
路
用
地
図
帳
だ
。
ど
ち
ら
も
「
へ
ん
ろ
み
ち
保
存
協
力
会
」
の

作
で
あ
る
が
、
こ
の
会
を
立
ち
上
げ
た
の
は
、
松
山
市
で
寝
具
商
を
営
む
宮
崎

建
樹
さ
ん
だ
。 

宮
崎
さ
ん
は
四
二
歳
の
時
に
大
病
を
患
い
、
病
後
の
リ
ハ
ビ
リ
に
と
初
め
て

遍
路
に
出
か
け
た
。
当
時
（
一
九
八
〇
年
代
）
の
四
国
は
自
動
車
道
の
新
設
が

盛
ん
な
時
で
、
遍
路
道
は
雑
草
が
茂
り
荒
れ
果
て
、
人
々
の
記
憶
か
ら
忘
れ
ら

れ
つ
つ
あ
っ
た
。
彼
も
遍
路
道
を
尋
ね
な
が
ら
歩
く
の
に
苦
労
し
、
こ
れ
で
は
、

初
め
て
の
人
や
遠
方
か
ら
来
た
人
が
歩
き
通
す
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
、
と
痛
感

し
た
。 

ま
ず
は
道
案
内
の
製
作
に
取
り
か
か
っ
た
。
標
識
杭
は
、
霊
場
ま
で
の
方
向

と
距
離
を
書
い
た
ト
タ
ン
製
横
板
を
縦
杭
で
支
え
た
も
の
で
あ
り
、
方
向
だ
け

を
示
す
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
電
柱
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
支
柱
等
に
張
り
付
け
る
。

ど
ち
ら
も
一
つ
一
つ
場
所
の
設
定
、
関
係
者
の
了
解
、
取
付
け
工
事
等
大
変
な

作
業
で
あ
る
が
、
一
人
で
近
所
の
遍
路
道
か
ら
始
め
た
。
そ
の
後
お
い
お
い
協

力
者
も
現
れ
、
今
や
四
国
全
体
で
標
識
杭
は
二
千
本
、
ス
テ
ッ
カ
ー
は
五
千
枚

に
及
ぶ
。 

 

歩
き
遍
路
専
用
の
地
図
帳
「
四
国
遍
路
ひ
と
り
歩
き
」
も
手
造
り
だ
。
二
万

五
千
分
の
一
の
地
図
に
、
霊
場
間
の
道
、
宿
泊
所
や
休
憩
所
、
食
堂
や
コ
ン
ビ

ニ
等
の
位
置
を
、
自
ら
距
離
を
測
り
道
程

み
ち
の
り

を
百
米
単
位
で
書
き
加
え
た
も
の
で
、

巻
末
に
は
宿
舎
一
覧
も
付
い
て
い
る
。
九
〇
年
に
自
宅
を
発
行
所
に
出
版
し
、

実
践
的
と
好
評
裏
に
迎
え
ら
れ
た
。
道
や
宿
の
変
動
も
あ
っ
て
ほ
ぼ
三
年
毎
に

改
定
版
を
出
し
て
お
り
、
今
や
歩
き
遍
路
の
必
携
品
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
他
に
保
存
協
力
会
の
事
業
と
し
て
、
地
元
と
の
協
力
で
、
埋
も
れ
た
旧

遍
路
道
の
復
元
や
草
刈
り
等
の
道
路
整
備
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。 

  

宮
崎
さ
ん
は
二
〇
一
〇
年
、
一
人
で
松
山
市
近
郊
の
山
に
調
査
に
出
か
け
た

ま
ま
行
方
不
明
と
な
り
、
約
一
ケ
月
後
に
山
中
で
遺
体
と
な
っ
て
発
見
さ
れ
た
。

享
年
七
五
。
遍
路
道
を
愛
し
、
遍
路
道
の
復
旧
と
保
全
に
半
生
を
捧
げ
た
彼
の

こ
と
を
、
四
国
路
を
歩
く
人
は
心
に
留
め
て
ほ
し
い
。 

 


